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 増毛町新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画 
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№１ 
令和２年度 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画 

（所管：市街診療所） 
事 業 名 
町 ／ 国 

 診療所感染予防事業 
 地域の感染状況等を踏まえたきめ細かい医療提供体制等構築事業 

区 分  Ⅰ．感染拡大防止策と医療提供体制の整備及び治療薬の開発 
 １．マスク・消毒液等の確保 

内 容 等 

◯診療所での感染予防、拡大防止対策 
①外来患者と疑い患者との接触の遮断と除菌対策等の強化 

ｱ．接触機会を減らすためのアコーディオン衝立(ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ)の購入 
ｲ．待合室及び病棟各室、診察室設置の空間除菌消臭噴霧器（１０台）

及び付属品等の購入 
ｳ．消毒用電動ハンディ噴霧器(２台)の購入 
ｴ．水と薬品を混ぜる微酸性電解水生成装置(消毒液生成装置)の購入 
ｵ．防護服等の購入、備蓄用マスクの購入 

②コロナ感染予防等に係る業務増が見込まれる看護スタッフの雇用 
 ・看護師の１名雇用（３ヶ月） 

事業期間 令和 ２ 年 ４ 月 から 令和 ３ 年 ３ 月 まで 

予算内訳 

①備品購入費等 
ｱ．備品購入費 
ｲ．備品購入費 
 
ｳ．備品購入費 
ｴ．備品購入費 
ｵ．消耗品費  
ｶ．備品購入費 

②人件費 
執行済 

 
  １９９千円 

３５４千円 
  
２６０千円 
６６０千円 
５００千円 
７０２千円 
６００千円 
▲２５千円 

 
アコーディオン衝立   ３台 
超音波噴霧器（置型）１０台 
ｶｰﾄﾘｯｼﾞﾌｨﾙﾀｰ 10 個、専用消毒液

電動ハンディ噴霧器２台 
微酸性電解水生成装置１台 
防護服等セット一式、マスク外

赤外線カラン（701,237 円） 
看護師の雇用(給料、法定福利)

事 業 費 計  ３，２５０千円  
交付金申請額 
一 般 財 源  

２，９００千円 
  ３５０千円 

 

備 考  
 

  



№２ 

令和２年度 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画 

（所管：福祉厚生課） 

事 業 名 
町 ／ 国 

 介護施設感染予防補助事業 

 公共的空間安全・安心確保事業 

区 分 
 Ⅰ．感染拡大防止策と医療提供体制の整備及び治療薬の開発 
 １．マスク・消毒液等の確保 

内 容 等 

○介護施設での感染予防、拡大防止対策補助 

 町内介護施設でのクラスター感染の発生を予防するため、感染予防、感

染拡大を防止するための機器の購入を補助する。 

 非接触型体温計、パルスオキシメーター、除菌・滅菌用消毒剤噴霧器、

除菌機能付加湿器、面会用タブレット端末等の備品を介護施設が購入した

際に１０万円を限度に１０／１０で補助金を支出する。 

事業期間 令和 ２ 年 ５ 月 から 令和 ２ 年 ３ 月 まで 

予算内訳 

感染予防、拡大防止に

資する機器の購入補助 ８００千円

 

１００千円×８施設 

事 業 費 計 ８００千円  

交付金申請額 
一 般 財 源  

５００千円

  ３００千円

 

備 考 
・横木居宅、あふんの里、横木ハウス、くつろぎ、100 歳、さくら園、社協、

デイサービス別苅を想定 

 

  



№３ 

令和２年度 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画 

（所管：消防本部） 
事 業 名 
町 ／ 国 

 救急体制感染予防事業 
 社会システム維持のための衛生確保事業 

区 分  Ⅰ．感染拡大防止策と医療提供体制の整備及び治療薬の開発 
 １．マスク・消毒液等の確保 

内 容 等 
◯救急隊員の感染予防、拡大防止対策 
 救急隊員の感染を予防し、救急隊員からの感染を防止する事を目的とし

て感染予防、拡大防止用の資材を備える。 
事業期間 令和 ２ 年 ５ 月 から 令和 ３ 年 ３ 月 まで 

予算内訳 

 需用費 
 

１，５４４千円 感染防止衣 
ゴーグル・フェイスシールド 
シューズカバー 
マスク 
消毒用エタノール 
手袋 
人工鼻フィルタ 
ペーパータオル 

事 業 費 計  １，５４４千円  
交付金申請額 
一 般 財 源  

１，３７０千円

  １７４千円

 

備 考  
 

  



№４ 

令和２年度 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画 

（所管：総務課 福祉厚生課） 

事 業 名 
町 ／ 国 

 災害・緊急時感染予防事業 

 防災活動支援事業 

区 分 
 Ⅰ．感染拡大防止策と医療提供体制の整備及び治療薬の開発 
 １．マスク・消毒液等の確保 

内 容 等 

○災害、緊急事態時用感染予防資材の備蓄 

 災害時、緊急時下では入手が困難となる感染予防、感染拡大防止用衛生

資材の備蓄 

事業期間 令和 ２ 年 ４ 月 から 令和 ３ 年 ３ 月 まで 

予算内訳 

消耗品（需用費） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

執行済 

５，２５０千円

８２５千円

  ３５千円

３００千円

２９０千円

▲１５４千円

感染予防用マスク（不織布） 

＠75 円×14 枚×5,000 人 

消毒液（アルコール消毒液） 

＠16,500 円×50 個（20 ㍑） 

消毒液容器 

＠715 円×50 個 

体温計（非接触） 

＠10,000 円×30 個 

 防護服等 

使い捨て化学防護服(10 着入)

シューズカバー 

保護メガネ ゴム手袋 

 

事 業 費 計 ６，５４６千円  

交付金申請額 
一 般 財 源  

５，９６０千円

  ５８６千円

 

備 考 
・在庫管理、保管場所の確保 

 

 

  



№５ 

令和２年度 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画 
（所管：商工観光課） 

事 業 名 
町 ／ 国 

 中小企業事業継続支援事業 
 事業継続支援助成事業 

区 分  Ⅱ．雇用の維持と事業の継続 
 ３．事業継続に困っている中小・小規模事業者等への支援 

内 容 等 

○中小企業の事業継続支援 
 本年４月期と昨年を比較し、休業や経済活動の低迷によりに売上が減少

している中小企業について、一律で事業継続のための支援金を支出する。 
 更に飲食店、宿泊施設等には上乗せで支援金を支出する。 

事業期間 令和 ２ 年 ５ 月 から 令和 ３ 年 ３ 月 まで 

予算内訳 

支援金 
 一律分 
 
 上乗せ分 
 
事務費 

１７，０００千円

７，８００千円

２００千円

４月期売上の昨年比 
２０％以上の減 
 １００千円×１７０事業所 
飲食店等 
 １００千円×７８事業所 
 

事 業 費 計  ２５，０００千円  
交付金申請額 
一 般 財 源  

２１，７００千円

 ３，３００千円

 

備 考 
・商工会未加盟は役場で周知、受付を商工会 
・「損失補填」ではなく、「支援」となる 
・商工会を通じて各事業所へ支出 

 
  



№６ 
令和２年度 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画 

（所管：商工観光課） 
事 業 名 
町 ／ 国 

 ましけ元気回復応援事業 
 地域経済活性化事業 

区 分  Ⅲ．次の段階としての官民を挙げた経済活動の回復 
 ２．地域経済の活性化 

内 容 等 

○町民の町内消費を喚起 
商店共通プレミアム商品券 及び 飲食店限定プレミアム商品券の販売 
【第１期】利用時期 ７～９月 
商店共通 5,000 円＋割増 1,000 円(20％) 6,000 セット  6,000 千円 

飲食限定 3,000 円＋割増 1,000 円(33％) 1,500 セット  1,500 千円 

事務費                        1,000 千円 

【第２期】利用時期 10～12 月 
飲食限定 3,000 円＋割増 1,000 円(33％) 1,500 セット  1,500 千円 

事務費                          500 千円 

【第３期】利用時期 12～2 月 
商店共通 5,000 円＋割増 1,000 円(20％) 6,000 セット  6,000 千円 

飲食限定 3,000 円＋割増 1,000 円(33％) 1,500 セット  1,500 千円 

事務費                        1,000 千円 

事業期間 令和 ２ 年 ５ 月 から 令和 ３ 年 ３ 月 まで 

予算内訳 

商品券プレミアム分 

 商店共通 

 飲食店限定 

事務費 

１２，０００千円

４，５００千円

２，５００千円

 

 

   内訳は内容参照 

 

事 業 費 計 １９，０００千円  

交付金申請額 
一 般 財 源 

１６，９６８千円

 ２，０３２千円

 

備 考 ・プレミアム商品券の有効期間が３ヶ月を超えると保証金が必要になる。 
・食事券との引換を可とする 

 



№７ 
令和２年度 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画 

（所管：総務学校課） 
事 業 名 
町 ／ 国 

 オンライン学習環境整備事業 
 公立学校情報機器整備費補助金 

区 分 Ⅰ．感染拡大防止策と医療提供体制の整備及び治療薬の開発 
８．学校の臨時休業等を円滑に進めるための環境整備 

内 容 等 

○小、中学校の遠隔・オンライン学習の環境整備 
 臨時休校等の場合に、情報機器端末を利用した自宅学習ができる環境を

整えるため、各小中学校児童生徒及び教職員の情報機器端末を購入する。 
 小、中学校全学年と教職員を対象として、情報機器の端末を購入する。 
令和元年度補正予算で成立した公立学校情報機器整備費補助金により、

文部科学省へ補助金の交付申請見込みを提出している。 
事業期間 令和 ２ 年 ６ 月 から 令和 ３ 年 ３ 月 まで 

予算内訳 

【小学校費教育振興費】 
① 教材備品購入費（備品購入費）

② 表計算・ワープロソフト購入費

（需用費） 
③ セキュリティソフト保守委託料

（委託料） 
④ 学習用ツール使用料（使用料及

び賃借料） 
【中学校費教育振興費】 
⑤ 教材備品購入費（備品購入費）

⑥ 表計算・ワープロソフト購入費

（需用費） 
⑦ セキュリティソフト保守委託料

（委託料） 
⑧ 学習用ツール使用料（使用料及

び賃借料） 

 
① 7,875 千円 
② 3,465 千円 

 
③ 508 千円 

 
④ 875 千円 

 
 

⑤ 4,230 千円 
⑥ 1,861 千円 

 
⑦ 273 千円 

 
⑧ 470 千円 

 
① 45,000 円×175 台 
② 19,800 円×175 台 

 
③ 2,900 円×175 台 

 
④ 5,000 円×175 台 

 
 

⑤ 45,000 円×94 台 
⑥ 19,800 円×94 台 

 
⑦ 2,900 円×94 台 

 
⑧ 5,000 円×94 台 

事 業 費 計  19,557 千円  
交付金申請額 
国 補 助 

12,213 千円

7,344 千円

 

備 考 
・端末破損時の対応を要検討 
・不適切利用の防止措置が必要 
・通信環境を家庭毎に要確認 

 
 


